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NUMERICAL ANALYSIS OF HEAVY RAINFALL
IN NORTHERN KYUSHU REGION IN JULY 2017
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We investigated the effect of sea surface temperature, topography, and initial and boundary conditions
(hereafter 1C and BC) on heavy rainfall occurred in northern Kyushu area on July 5% in 2018 using Weather
Research and Forecast model (WRF). We found that high resolution SST by MODIS satellite data improved
accumulated precipitation. On the other hand, the effect of high resolution topography data provided by
Geospatial Information Authority of Japan, which are 10 m higher than low resolution counterpart in
Kyusyu area was not as significant as SST. IC and BC differences yielded large discrepancy in rainfall
patterns between NCEP final analysis and JMA Meso-Scale Model mainly due to the difference of water

vapor concentration in troposphere.
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	(2) 地形の影響
	図-8は二つの地形データの差分を取ったものである．高精度化することにより，標高が過小評価傾向にあった有明海沿岸地域（図中丸部）が修正されている．このため，CASE-Terrain系ではFNL，MSMケースとも標高の高い地形により，水蒸気の流入が阻害されている (図-9)．
	一方，降水量に関してはFNLケースでは，地形データを高精度化すると降水量は減少し，MSMケースでは強化された．内陸への水蒸気移流が少ないCASE-Terrain+MSMで降水が強化された理由は，地形に起因する地表風速の収束が朝倉周辺でCTLよりも長く続いたことが要因である(図略)．また，収束もFNLのケースより強く出ており，MSMケースでは水蒸気流入の効果よりも収束の効果の方が卓越して豪雨を助長させたと考えられる．
	地形データの高精度化は，SSTの高精度化ほど降水量に大きな差異を与えないが，内陸部への水蒸気流入経路の変化，収束域の変化をもたらし，降水の空間パターンを変化させた．ところで，橋本ら 9)はモデル解像度を高くし，高精度な地形データを与えることで，谷風や尾根を伝う実況と近い風速場を再現した．しかし，このような高解像度計算を空間平均したときの風速場は，解像度の粗い計算と一致したと述べられており，このことからも，地形データはよりローカルなスケールで影響を及ぼすパラメータであると言える．
	(3) FNLのケースで豪雨解像が一日遅延した理由
	FNLのケースでは，豪雨が解像された日が一日遅延してしまった．7月5日と6日の午前9時の福岡管区気象台における混合比の鉛直プロファイルを図-10に示す．5日では，実況に対して，FNLのケースでは地表面での混合比は良好に解像されているが，高度500〜3500 mにかけて混合比が過小評価されていることが分かる．これは積雲形成に関連する高度であり，水蒸気量の過小評価が豪雨形成をもたらさなかった理由と考えられる．MSMを境界条件として与えたケースでも水蒸気量は過小評価されているが，FNLよりも実況と近く...
	図-11には7月5日午前9時の高度2000 mでの混合比の分布を示す．MSMケースで見られる九州北部への水蒸気の輸送がFNLでは確認されない．FNLのケースにおいて，水蒸気流入が確認されるのは翌日6日であり，このことからも上空への水蒸気の流入が遅れ，それが豪雨の解像に1日の遅延をもたらしたと考えられる．
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